









































































































　②　畑土に 8-8-8 化成肥料 30g を入れたもの
　③　②の土に腐葉土 2.5kg を入れたもの
　処理期間中は、草丈の変化を計測した。処理開始




子を播種した。元肥として 10kg N,P2O5,K2O／10a を
施用した宮城教育大学栽培圃場に、６月９日、畝間
























































































         ＊データはいずれも５個体の平均
＊茎の太さ：地上１ｍでの茎直径を計測
　無 処 理：主茎の値
































































































丸葉系統（タイケナフ）は 2n=72 である（堀田 1989)。
　実験５のさし木について、ケナフは容易にさし木
できる植物であると千葉（1999）が紹介しており、
本実験でもさし木後３週間で十分な発根が認められ
た。東北地方でケナフの採種をする場合は、このさ
し木技術が利用できる。他のケナフ研究者によると、
自然状態で 10 月頃開花するケナフは、結実にも十
分な温度が必要であり、日本では近畿・中国地方以
南でしか安定した採種はできないということである。
本学における 1998 年度の圃場栽培試験でも開花・
結実はしたが、取れた種子は小さく発芽能力はなか
った。本実験で行った様に、９～10 月まで圃場で
栽培した株からさし穂を取り、温室内でさし木をし
た個体を育て、充実した種子を得る方法を使えば、
東北地方でもケナフの採種が可能である。
　以上のように、ケナフは光強度・肥料条件に強く
反応し、かつ結果が短期間で明確に現れ、生徒に栽
培条件と生育との関係を理解させる教材として適し
ている。また、整枝・接ぎ木・さし木などの操作も
限られた時間で簡単にでき、これらの栽培技術の教
材としても優れている。
　以上の５つの課題以外にも、ケナフの教材化には、
以下のようなアイディアが考えられる。
　ケナフは短日植物であるので、日長調節実験を用
いた、日長と花芽分化の関係を理解する学習ができ
る。1999 年に短日処理による開花促進の実験を行
った。本葉３枚程度の幼植物に、短日処理（９時間
日長、気温は 28/23℃程度）を２週間行ったが、花
芽は形成されなかった。千葉・目黒（1999）による
と、草丈 50cm 以上になった個体に短日処理を行っ
た場合は、花芽形成を早める効果があったというこ
とである。以上から、ケナフは基本栄養生長期間が
比較的長い植物であると考えられる。今後、ケナフ
をこの課題の教材として用いるためには、基本栄養
生長期間の長さを調査する必要がある。
　最近は、中学校「技術・家庭」栽培分野でも、植
物バイオテクノロジーが扱われるようになった。生
徒に組織培養を観察させる、あるいは体験させるこ
とは、バイオテクノロジーに対する興味と正しい理
解を与えるために重要である。ケナフのカルス誘導
は比較的容易で、本研究でも 2,4-D（18μmol／l)、
NAA（11μmol／l)、カイネチン（0.9μmol／l）を
加えたＭＳ培地で種子培養を行い、カルスを得るこ
とができた。笠原ら（1996,1997）は、ケナフ下胚
軸からのカルス誘導も容易であり、プロトプラスト
-6-
を得ることも可能であると報告している。ただし、
現段階では、カルスやプロトプラストから植物体を
再分化させる方法が確立していない。脱分化と再分
化を観察させ植物の分化全能性を理解させる教材と
するためには、再分化系を確立する必要がある。
　また、遺伝実験の教材としてケナフを利用するこ
とも考えられる。本実験でも用いたキューバケナフ
（切葉系統）は、同じく切葉を有する大麻と形態が
似ており見分けにくいことが一つの問題となってい
た。これを解決するため、米国で突然変異育種を行
い、単因子劣性突然変異の丸葉キューバケナフが作
られ、日本にも導入されている。野生型のキューバ
ケナフと丸葉突然変異系統の雑種種子を得、F２集
団の葉形分離を観察させることにより、メンデル遺
伝を体験させることができると思われる。本研究で
もこの実験の試行を考えたが、ケナフの花器が花柱
から雄蕊が出ている特殊な形態をしているため、交
配操作ができなかった。この実験を行うためには、
ケナフの交配法確立が必要である。
　本研究では、環境教育の教材として注目されてい
るケナフについて、栽培学習教材としてどの様に利
用できるかを検討した。その結果、栽培条件と植物
の生育との関係を理解させ、主要な栽培技術を習得
させる教材としてのケナフの有用性が認められた。
栽培学習は、環境教育の中で重要な位置を占めると
考える。生きている植物を育て、それを食し・利用
し、また堆肥として土に戻す。この流れを体験させ
ることにより、環境と私たちの生活との関係を生徒
に実感させることができる。ケナフが多くの小・中
学校で教材として取り入れられ始めたのは、ケナフ
の栽培・利用が、植物と生活の関わりのみならず、
生活の前提となる地球環境問題をも考えることにも
なるからである。
　平成 12 年度から始まる“総合的な学習の時間”
でも、ケナフ栽培に取り組む小学校・中学校が多い
と予想される。その際、一般的な栽培と収穫後の紙
漉きに限定されることなく、多様な課題を扱える教
材としてケナフを利用すべきである。本研究で扱っ
た栽培学習の要素を取り入れることにより、生徒に
植物の性質・能力及び栽培技術の重要性を実感させ
ることができ、ケナフをより総合的な教材として活
用できると考える。
引用文献
千葉　浩三　1998　ビッグな教材ケナフを育てよう
　食農教育1998 年秋号　p96～101
千葉　浩三編　1999　ケナフの絵本　農山漁村文化
　協会　pp.36
千葉　浩三・目黒　正志　1999　ケナフの栽培に関
　する研究（Ⅲ）日本作物学会東北支部会報第 42
　号　p49～50
非木材紙普及協会編　1996　ケナフの話　非木材紙
　普及協会　pp.71
日野　　秀　1999　それゆけケナフプロジェクト１
　－６種類のタネが手に入ったぞ　食農教育1999
　年秋号　p110～113
日野　　秀　2000　それゆけケナフプロジェクト２
　－いよいよ収穫、パルプ作りへ　食農教育2000
　年冬号　p106～109
堀田　　満他編　1989　世界有用植物辞典・植物編
　平凡社　p525～527
居川　幸三　2000　夢を育むケナフに挑戦－紙す
　き・炭焼き・ひもづくり・ケナフ染　技術教室 571
　p22～27
笠原　宏一・星野　　均　1996　ケナフの組織培養
　および栽培の研究（その１）　北海道東海大学紀
　要理工学系第９号　p９～15
笠原　宏一・岡本　大作・星野　　均　1997　ケナ
　フの組織培養および栽培の研究（その２）　北海
　道東海大学紀要理工学系第 10 号　p21～28
小林　良生　1998　環境保全に役立つ紙資源ケナフ
　（増補版）　ユニ出版　pp.303
岡田　貴則・土屋　英男　1997　小・中学校におけ
　るケナフの栽培及び紙漉きの実践とその教育的効
　果　日本産業技術教育学会第40 回全国大会講演
　要旨集　p215
佐藤　　庚他　1983　工芸作物　文永堂　pp.294
